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黄
震
の

『
春
秋
』

解
釈

神

林

裕

子

一
、
は
じ
め
に

南
宋
の
朱
子
学
者
、
黄
震
(
一
二
三
ニ

l
一
二
八

O
)
は
、
朱
子
に
『
春
秋
』
お
よ
び
『
礼
記
』
に
対
す
る
注
釈
書
が
な
い
こ
と
を

惜
し
み
、
朱
子
に
代
わ
っ
て
両
経
書
の
注
解
を
撰
し
、
こ
れ
を
『
黄
氏
日
抄
』
九
十
七
巻
中
に
収
め
た
。
『
黄
氏
日
抄
』
の
他
の
篇
が
断

片
的
な
笥
記
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
寸
読
礼
記
L

十
六
巻
、
お
よ
び
「
読
春
秋
」
七
巻
は
、
全
経
文
に
つ
い
て
注
解
を
施
し
て
お
り
、
そ

れ
自
体
が
完
成
さ
れ
た
注
釈
書
の
体
裁
を
採
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
読
春
秋
」
の
隠
公
元
年
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

秋
七
月
、
天
王
使
宰
昭
一
来
帰
恵
公
仲
子
之
帽
。
隈
判
断
明

仲
子
者
、
魯
恵
公
再
要
之
夫
人
也
。
伊
川
謂
、
不
日
夫
人
臼
恵
公
仲
子
者
、
妾
称
也
。
穀
梁
謂
、
礼
贈
人
之
妾
不
可
。
凡
皆
正

論
也
。
木
前
謂
、
魯
以
夫
人
赴
故
王
来
贈
云
。
(
『
黄
氏
自
抄
』
巻
七
)

15 

「
読
春
秋
」
は
、
先
ず
初
め
に
経
文
を
挙
げ
、
そ
の
下
に
、
双
行
で
反
切
を
記
す
。
次
に
一
格
下
げ
て
、
そ
の
経
文
に
対
す
る
諸
説
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を
列
挙
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
最
後
に
寸
愚
按
」
な
ど
と
し
て
、
自
説
を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
読
春
秋
L

は
、
あ
く
ま
で
も
「
春

秋
経
L

を
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

い
わ
ゆ
る
寸
春
秋
三
伝
L

に
つ
い
て
は
、

と
り
た
て
て
注
解
し
て
い
な
い
。
た
だ

経
文
に
対
す
る
注
解
と
し
て
、

J

ニ
伝
L

の
一
部
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
。
な
お
「
読
春
秋
」
が
挙
げ
る
経
文
は
、
す
べ
て
『
春
秋

左
氏
伝
』
に
拠
る
も
の
で
、
他
の
「
二
伝
」
と
経
文
に
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
注
解
の
最
後
に
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
こ
れ
を
寸
読
礼
記
L

と
比
べ
る
と
、
「
読
春
秋
」
は
、
注
釈
書
と
し
て
の
体
裁
が
「
読
礼
記
」
ほ
ど
に
は
整
っ
て
い
な
い
。

例
え
ば
「
読
春
秋
L

の
序
文
に
は
、
「
読
礼
記
L

の
序
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
明
確
な
編
集
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
読

春
秋
」
は
、
「
読
礼
記
」
の
よ
う
に
、
語
か
ら
旬
、
句
か
ら
文
へ
と
段
階
を
踏
ん
で
注
解
し
て
お
ら
ず
、
中
に
は
、
語
注
も
な
し
に
街

記
風
の
評
論
の
み
を
い
き
な
り
記
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
「
読
礼
記
」
に
は
、
諸
説
を
引
用
す
る
際
に
、
単
に
諸
説
を
並
べ
る

の
で
は
な
く
、
自
己
の
見
解
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
切
り
貼
り
し
、
前
後
に
矛
盾
を
含
ま
な
い
一
つ
の
注
解
に
ま
と
め
上
げ
る
な
ど
の
工

夫
が
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
「
読
春
秋
」
が
未
定
稿
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
の
考
証
は
困
難
で

あ
る
。
な
お
「
読
礼
記
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
黄
震
の
経
学
|
l
寸
読
礼
記
L

に
お
け
る
注
釈
の
態
度
L

(

『
待
兼
山
論
叢
(
哲

学
篇
)
』
第
二
十
七
号
、
平
成
五
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
本
稿
は
、
こ
の
寸
読
春
秋
」
の
宋
代
春
秋
学
に
お
げ
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
こ

で
例
え
ば
『
経
義
考
』
巻
一
百
四
十
二
を
見
る
と
、
明
人
、
挑
福
(
字
は
世
昌
)
は
、
「
読
春
秋
」
と
「
読
礼
記
」
と
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
評
価
を
与
え
て
い
る
。

主
目
の

(
黄
震
の
)
後
、
程
端
学
に
『
春
秋
本
義
』
有
り
、
陳
機
に
『
礼
記
集
説
』
有
る
も
、
皆
之
(
す
な
わ
ち
「
読
春
秋
L

お
よ



び
「
読
礼
記
」
)
に
過
ぐ
る
こ
と
能
わ
ず
。
永
楽
の
初
め
、
『
五
経
大
全
』
を
修
む
る
に
、
諸
臣
、
皆
未
だ
『
〔
黄
氏
〕
日
抄
』
を
見

ず
。
故
に
一
と
し
て
取
る
所
無
し
。

で
は
こ
こ
で
「
読
春
秋
」
の
比
較
の
対
象
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
程
端
学
の
『
春
秋
本
義
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
注
釈
書
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
黄
震
の
「
読
春
秋
L

が
持
つ
特
色

を
見
い
出
し
た
い
。

黄震の『春秋』解釈

二
、
黄
震
「
読
春
秋
」
と
程
端
学
「
春
秋
本
義
』
と

『
春
秋
本
義
』

の
撰
者
で
あ
る
程
端
学
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
(
以
下
『
四
庫
提
要
』
と
略
記
)
巻
二
十
八

の
『
春
秋
本
義
』
に
対
す
る
解
題
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
程
端
学
、
字
は
時
叔
、
積
斎
と
号
す
る
。
慶
一
冗
(
漸
江
省
)

の
人
。
至
治
元

年
(
一
三
二
一
年
)
に
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
因
子
助
教
・
翰
林
国
史
院
編
集
官
に
官
す
る
。
ま
た
『
元
史
』
巻
一
百
九
十
の
「
韓
性
伝
」

中
に
も
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
程
端
学
は
、
兄
の
程
端
礼
と
と
も
に
王
応
麟
の
弟
子
で
あ
る
郵
県
(
漸
江
省
)

の
史
蒙
卿
に
師

事
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
史
蒙
卿
と
黄
震
と
は
、
全
く
の
無
関
係
で
は
な
い
。
史
蒙
卿
は
、
陸
象
山
の
学
が
盛
ん
で
あ
っ
た
四
明
山
一

帯
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
朱
子
学
を
奉
じ
た
人
物
で
あ
り
、
『
宋
元
学
案
』
巻
八
十
七
は
、
こ
れ
を
慈
渓
(
漸
江
省
)
の
黄
震
と
並
び
称

し
て
い
る
。
特
に
王
梓
材
の
案
語
に
拠
れ
ば
、
梨
洲
本
『
宋
元
学
案
』
は
、

そ
れ
ぞ
れ
を
「
四
明
朱
門
学
案
一
」
、
寸
四
明
朱
門
学
案
二
」

と
呼
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
全
祖
望
の
「
序
録
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

17 

四
明
の
史
氏
は
皆

陸
学
な
り
。
静
清
(
史
蒙
卿
)
に
至
り
て
始
め
て
改
め
て
朱
〔
裏
〕
を
宗
と
す
。
・
・
・
・
然
れ
ど
も
嘗
て
聞
く
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な
ら
く
、
深
寧
(
王
応
麟
)
〔
が
〕
静
清
の
『
易
』
を
説
く
を
喜
ば
ざ
る
は
、
其
の
奇
を
噌
む
を
以
て
す
れ
ば
な
り
。
則
ち
〔
史
蒙

卿
は
〕
未
だ
必
ず
し
も
尽
く
は
朱
(
菓
〕
に
同
じ
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
其
の
伝
う
る
所
は
程
畏
斎
(
程
端
礼
)
兄
弟
為
り
。
則

ち

〔
程
兄
弟
は
〕
朱
〔
裏
〕

に
純
な
る
者
な
り
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
『
春
秋
本
義
』
が
「
読
春
秋
L

の
比
較
の
対
象
と
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
『
春
秋
本
義
』

の
撰
者
で
あ
る
程
端
学
の

活
躍
し
た
時
期
や
地
域
が
、
黄
震
の
そ
れ
に
き
わ
め
て
近
い
こ
と
、

お
よ
び
陸
学
に
染
る
こ
と
な
く
、
朱
子
学
の
復
興
を
唱
え
た
と
い

う
学
問
的
背
景
も
非
常
に
似
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
読
春
秋
」
と
『
春
秋
本
義
』
と
の
注
解
方
法
に
は
、
次
の
よ
う
な
共
通
点
も
見
ら
れ
る
。
先
ず
注
解
の
大
部
分
が
諸
説
の
引

用
で
あ
り
、
自
説
を
述
べ
る
箇
所
が
少
な
い
こ
と
、

ま
た
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
広
く
諸
説
を
集
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
冒
頭
に

「
1
氏
自
L

と
姓
氏
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
古
今
の
注
釈
を
取
り
ま
ぜ
て
採
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
『
春

秋
本
義
』

の
官
頭
に
は
、
参
考
書
目
お
よ
び
そ
の
撰
者
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
『
春
秋
本
義
』
は
、
「
春
秋
三
伝
L

以

下
、
計
百
七
十
六
家
の
説
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
『
四
庫
提
要
』
巻
二
十
八
に
拠
れ
ば
、
こ
の
百
七
十
六
家
の
内
の
約
九
割
が
、

既
に
供
し
て
お
り
、
現
在
、
『
春
秋
本
義
』
に
よ
っ
て
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
る
ほ
ど
「
読
春
秋
」
も
諸
説
を
多
く
引
い
て
い

る
が
、
そ
の
数
は
、
『
春
秋
本
義
』
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
。

さ
て
こ
の
『
春
秋
本
義
』
が
採
用
す
る
諸
説
の
中
に
は
、
黄
震
の
「
読
春
秋
」
も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
『
春
秋
本
義
』
「
綱
領
」
に
は
、
「
読
春
秋
」
の
序
文
も
引
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
『
春
秋
本
義
』
の
自
序
の
中
に
も
黄
震
の
名

前
が
挙
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。



此
れ
よ
り
後
、
諸
儒

訓
釈
多
し
と
雄
も
、
・
・
・
・
常
に
同
然
と
し
て
一
辞
。
聖
人
の
明
白
正
大
の
経
を
し
て
反
て
晦
昧
識
怪
の
説

の
若
く
な
ら
し
む
る
は
、
歎
く
べ
し
。
己
に
幸
い
に
し
て
唆
叔
佐
(
助
)
・
趣
伯
循
(
匡
)
・
陸
伯
沖
(
淳
)
・
孫
大
山
(
復
)
・
劉

原
父
(
倣
)
・
葉
石
林
(
夢
得
)
・
陳
岳
氏
な
る
者
、
出
で
て
三
伝
の
非
を
騨
ず
る
を
以
て
、
其
の
自
ら
説
を
為
す
所
に
至
る
有
る

も
、
又
た
褒
毘
凡
例
の
敵
を
免
れ
ず
。
復
た
呂
居
仁
(
本
中
)
・
鄭
爽
深
(
樵
)
・
呂
朴
郷
(
大
圭
)
・
李
秀
巌
(
室
町
)
・
戴
眠
隠
(
渓
)
・

趨
木
前
(
鵬
飛
)
・
黄
東
発
(
震
)
・
趨
凌
南
(
孟
何
)

の
諸
儒
を
得
て
、
傑
然
と
し
て
恒
習
を
掃
く
も
、
未
だ
詳
を
致
す
に
暇
あ

ら
ず
。
端
学
の
愚
、
此
れ
を
病
む
こ
と
久
し
。
嬬
に
嘗
て
諸
伝
の
経
に
合
す
る
も
の
を
采
輯
し
、
本
義
と
臼
い
て
閉
ま
己
が
意
を

黄震の『春秋』解釈

其
の
末
に
附
す
。

程
端
学
は
、
唐
末
か
ら
元
初
に
至
る
春
秋
学
の
流
れ
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
、
前
半
期
に
は
も
っ
ぱ
ら
「
春
秋
三
伝
」
に
対
す
る
批

判
が
行
な
わ
れ
、
後
半
期
に
は
こ
れ
に
加
え
て
「
褒
庇
」
「
凡
例
」
の
説
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
た
だ
い
ず
れ
の
注
釈

書
も
広
く
諸
説
に
当
た
っ
て
い
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
と
し
て
、
自
ら
『
春
秋
本
義
』
を
撰
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
程
端
学
が
、
こ
の

春
秋
学
の
流
れ
の
中
に
胡
安
固
な
ど
の
「
復
讐
論
」
を
主
と
す
る
一
派
を
加
え
て
い
な
い
点
は
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

要
す
る
に
『
春
秋
本
義
』
は
、
自
序
に
挙
げ
る
諸
注
釈
書
の
趣
旨
に
共
鳴
し
、

か
つ
そ
れ
ら
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
欠
点
を
克
服
し

ょ
う
と
し
て
成
立
し
た
と
言
え
る
。
ま
た
中
で
も
「
読
春
秋
L

と
は
、

そ
の
注
解
方
法
に
お
い
て
、
既
に
述
べ
た
よ
う
な
共
通
点
が
い

く
つ
か
あ
り
、
程
端
学
が
先
の
自
序
に
挙
げ
る
諸
注
釈
書
の
中
で
は
、
「
読
春
秋
」
の
注
解
方
法
が
最
も
『
春
秋
本
義
』
に
近
い
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
注
解
方
法
は
、
け
っ
し
て
「
読
春
秋
」
の
独
創
で
は
な
い
が
、
あ
る
い
は
『
春
秋
本
義
』
が
積
極
的
に
こ
れ
に
倣
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
『
春
秋
本
義
』
は
「
読
春
秋
」
に
準
じ
た
注
釈
書
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
挑

19 
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福
(
本
稿
第
日
頁
)
が
、
『
春
秋
本
義
』
を
も
っ
て
「
読
春
秋
」
に
及
ば
な
い
と
す
る
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
検

討
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
『
四
庫
提
要
』
巻
二
十
八
の
『
春
秋
本
義
』
に
対
す
る
評
価
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

経
に
依
り
て
説
を
附
す
る
に
、
群
言
を
類
次
し
、
閉
ま
亦
た
綴
る
に
案
語
を
以
て
す
。
『
左
伝
』
の
事
蹟
は
即
ち
衆
説
の
中
に
参
錯

し
、
体
例
頗
る
標
雑
を
為
す
。
其
の
大
旨
は
、
何
お
常
事
は
書
さ
ず
、
庇
有
り
て
褒
無
し
の
義
を
主
と
す
。
故
に
徴
引
す
る
所
は

ほ
し

大
抵
、
孫
復
以
後
の
説
な
り
。
往
往
に
し
て
轍
繰
支
離
、
横
い
ま
ま
に
推
街
を
加
え
、
事
事
に
其
の
庇
す
る
所
以
を
求
む
。

こ
の
評
価
は
決
し
て
高
い
と
は
一
言
え
な
い
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
『
春
秋
本
義
』
が
種
々
の
批
判
を
受
け
る
主
な
原
因
は
、
『
春
秋
本
義
』

が
諸
説
を
数
多
く
引
く
た
め
、

そ
の
体
裁
が
繁
雑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
北
宋
の
孫
復
に
始
ま
る
「
有
庇
無
褒
」
と
い
う
解
釈
の

仕
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、
し
ば
し
ば
牽
強
附
会
の
説
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
『
四
庫
提
要
』
は
、
隠

む
か

公
二
年
の
「
九
月
、
紀
の
裂
嬬
来
り
て
女
を
逆
う
」
(
『
春
秋
本
義
』
に
は
寸
裂
嬬
」
で
は
な
く
「
履
総
L

と
あ
る
)
に
対
す
る
『
春
秋

本
義
』
の
解
釈
に
つ
い
て
も
批
判
的
で
あ
る
。
『
春
秋
本
義
』
は
、
呂
大
本
の
「
春
秋
に
お
け
る
や
内
女
の
帰
ぐ
は
其
の
礼
の
備
わ
ら
ざ

る
者
な
れ
ば
、
必
ず
謹
ん
で
之
を
書
す
」
と
い
う
説
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
な
お
「
裂
嬬
L

は
紀
国
の
大
夫
で
あ
る
。

愚
謂
え
ら
く
、
逆
う
る
に
当
に
命
卿
を
使
と
す
べ
し
。
当
に
大
夫
を
使
と
す
べ
か
ら
ず
。
紀
は
大
夫
を
以
て
国
母
を
逆
う
。
魯
も

亦
た
礼
を
以
て
之
伝
的
く
る
能
わ
ず
。
故
に
書
し
て
以
て
戒
を
示
す
な
り
。
(
『
春
秋
本
義
』
巻
一
)

『
春
秋
本
義
』
は
、
紀
国
が
魯
国
の
公
女
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
命
卿
を
使
わ
さ
な
か
っ
た
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。
ま
た
こ
れ

に
続
く
「
冬
十
月
、
伯
姫

紀
に
帰
ぐ
」
に
お
い
て
も
、
迎
え
る
側
だ
け
で
な
く
、
迎
え
ら
れ
る
側
で
あ
る
魯
国
、

ひ
い
て
は
当
の
伯



姫
に
対
し
て
も
、
そ
の
非
礼
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
対
し
て
『
四
庫
提
要
』
は
、
た
し
か
に
〈
履
諭
は

命
卿
で
あ
る
〉
と
反
論
で
き
る
証
拠
も
な
い
が
、
程
端
学
が
言
う
よ
う
に
〈
命
卿
で
な
い
〉
と
い
う
証
拠
も
な
い
と
し
て
批
判
し
て
い

る
。
で
は
、
「
読
春
秋
」
は
こ
の
記
事
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

此
れ
紀
の

昏
を
魯
に
求
む
る
な
り
。
説
く
者
、
皆
謂
え
ら
く
親
迎
せ
ざ
る
を
議
る
と
。
〔
程
〕
伊
川
(
願
)
日
く
、
諸
侯

親
迎

す
る
と
き
館
す
る
所
に
迎
う
。
置
に
宗
廟
社
稜
を
委
ね
て
遠
く
他
国
に
適
き
以
て
婦
を
逆
う
る
者
有
ら
ん
や
と
。
戴
眠
隠
(
渓
)

た

親
迎
せ
し
時
、
世
子
為
り
、
韓
侯

も
亦
た
謂
え
ら
く
、
文
王

親
迎
せ
し
と
き
も
亦
た
入
観
に
因
る
と
。
然
ら
ば
則
ち
凡
そ
皆

黄震の F春秋』解釈

〈
事
の
実
に
因
り
て
書
す
の
み
〉
。
識
庭
有
る
に
非
る
な
り
。
(
『
黄
氏
日
抄
』
巻
七
)

両
者
の
説
を
比
較
す
る
と
、
『
春
秋
本
義
』
は
ひ
た
す
ら
「
有
庇
無
褒
」
の
説
に
固
執
し
て
い
る
が
、
「
読
春
秋
」
は
先
入
観
に
捕
わ

れ
な
い
素
直
な
解
釈
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
こ
こ
に
は
「
鹿
」
は
無
い
と
し
て
い
る
。
な
お
こ
こ
に
挙
げ
る
以
外
に
も
、
黄
震
が
賢

者
と
称
す
る
人
物
が
、
『
春
秋
本
義
』
で
は
批
判
さ
れ
る
な
ど
、
両
者
の
解
釈
は
し
ば
し
ば
食
い
違
っ
て
い
る
。
で
は
黄
震
の
こ
の
よ
う

な
解
釈
を
生
み
出
す
思
想
的
淵
源
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
事
の
実
に
因
り
て
書
す
の
み
」
の
一
句
に
言
い
尽
く
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
黄
震
の
『
春
秋
』
理
解
の
基
礎
と
も
な
っ
て
い
る
。
「
読
春
秋
L

の
序
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蓋
し
方
に
是
の
時
、
王
綱

っ

相
い
尋
ぐ
。
孔
子

其
の
位
を
得
、
ず
し
て
、
以
て
其
の
権
を
行
な
い
、
是
に
於
い

解
紐
し
、
纂
奪

て
史
記
を
約
し
て
『
春
秋
』
を
修
む
。
〈
事
に
随
い
て
直
に
書
せ
ば
〉
、
乱
臣
賊
子

其
の
罪
を
逃
る
る
所
無
く
、

一
王
の
法

以

て
明
ら
け
し
。
(
『
黄
氏
日
抄
』
巻
七
)
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つ
ま
り
黄
震
は
、
寸
君
を
試
し
父
を
試
す
る
も
の
は
書
す
。
世
子
を
殺
し
大
夫
を
殺
す
も
の
は
書
す
。
其
の
邑
を
以
て
叛
き
其
の
邑
を

以
て
来
奔
す
る
も
の
は
書
す
」
(
「
読
春
秋
」
序
文
)
と
い
っ
た
具
合
に
、
「
春
秋
経
L

は、

た
だ
事
実
を
記
し
た
歴
史
書
で
あ
る
と
み
な

し
て
い
る
た
め
、
け
っ
し
て
必
要
以
上
に
穿
っ
た
物
の
見
方
を
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
読
春
秋
」
は
、
序
文
の
後
に
、
朱
子
の
説

を
引
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
な
お
以
下
の
文
は
、
『
朱
子
語
類
』
巻
八
十
三
か
ら
の
数
箇
所
に
わ
た
る
引
用
を
黄
震
が
一
つ
に
つ
な
ぎ

合
せ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

一
部
、
原
文
と
字
句
の
異
同
が
あ
る
。

晦
庵
先
生
日
く
、
『
春
秋
』
の
大
旨
は
乱
臣
を
諒
し
て
賊
子
を
討
ち
、
中
国
を
内
に
し
て
夷
秋
を
外
に
し
、

王
を
貴
び
て
覇
を
賎
し

む
の
み
。
聖
人
は
光
明
正
大
な
り
。
応
に
一
、
二
字
を
以
て
人
に
褒
庭
を
加
う
べ
か
ら
ず
。
〈
直
に
其
の
事
を
書
す
に
過
ぎ
ず
〉
。

あ
ら
わ

善
な
る
者
、
悪
な
る
者
、
了
然
と
し
て
自
ず
か
ら
見
る
。
又
た
日
く
、
目
前
の
朝
報
に
お
げ
る
や
尚
お
朝
廷
の
意
を
知
ら
ず
、
抗

ん
や
千
百
載
の
下

遂
に
千
百
載
の
上
の
聖
人
の
意
を
逆
推
す
る
を
や
。

つ
ま
り
聖
人
の
真
意
を
い
た
ず
ら
に
臆
測
す
る
の
で
は
な
く
、
「
春
秋
経
L

を
あ
る
が
ま
ま
に
読
め
ば
、

そ
こ
に
自
ず
と
善
悪
が
現
わ

れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
当
然
、
寸
褒
庇
」
寸
凡
例
L

の
説
は
完
全
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
挙
げ

た
程
端
学
『
春
秋
本
義
』
の
自
序
に
お
い
て
、
黄
震
は
「
褒
庇
」
「
凡
例
」
の
説
を
批
判
す
る
一
人
と
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
背
景
に
は

こ
の
朱
子
の
い
わ
ゆ
る
「
春
秋
直
書
説
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
褒
庇
L

「
凡
例
L

の
説
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
「
昔
前
春
秋
L

に
お
け
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
序
文
に
も
そ
の
旨
を
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
。

「
褒
庭
」
「
凡
例
L

の
説

興
り
て
自
り
、
『
春
秋
』
を
読
む
者

往
往
に
し
て
聖
経
を
穿
撃
し
、
以
て
其
の
所
謂
「
凡
例
」
に
合



わ
ん
こ
と
を
求
む
。
又
た
「
凡
例
L

を
変
移
し
て
、
以
て
其
の
所
謂
「
褒
舵
L

に
遷
就
せ
ん
と
す
。
・
・
・
・
是
れ
則
ち
義
理
を
以
て

聖
経
に
求
む
る
に
非
ず
。
反
て
聖
経
を
以
て
凡
例
を
釈
す
る
も
の
な
り
。
聖
人

宣
に
先
に
凡
例
有
り
て
、
後
に
経
を
作
ら
ん
や
。

何
ぞ
乃
ち
一
一
経
を
以
て
凡
例
に
合
わ
ん
こ
と
を
求
む
る
か
。
・
・
・
・
愚

故
に
私
か
に
先
儒
を
掠
い
、
凡
そ
「
褒
庇
」
「
凡
例
L

を

外
に
し
て
、
『
春
秋
』
を
説
く
も
の
は
、
之
れ
を
集
録
す
。

さ
て
こ
の
よ
う
に
黄
震
が
、
「
春
秋
経
」
は
あ
る
が
ま
ま
に
読
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
朱
子
と
同
様
の
理
念
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
在
恵
敏
『
宋
代
経
学
之
研
究
』
(
民
国
七
八
年
、
師
大
書
苑
有
限
公
司
)
は
、
黄
震
の
「
読
春
秋
」
を
評
し
て
「
伝

黄震の『春秋』解釈

を
棄
て
経
に
従
い
、
直
に
経
を
以
て
解
す
る
」
も
の
と
し
て
い
る
。
だ
が
黄
震
が
実
際
に
「
読
春
秋
L

を
撰
じ
る
段
に
な
っ
て
、

は
た

し
て
寸
伝
」
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
な
く
、
直
接
、
寸
春
秋
経
L

だ
け
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

=
一
、
「
経
」
を
以
て
「
経
」
を
解
す

そ
こ
で
先
ず
『
四
庫
提
要
』
に
拠
っ
て
、
程
端
学
に
至
る
ま
で
の
春
秋
学
の
大
き
な
流
れ
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。
『
四
庫
提
要
』

巻
二
十
八
の
程
端
学
『
春
秋
三
伝
耕
疑
』
に
対
す
る
解
題
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
な
お
こ
こ
に
述
べ
る
よ
う
に
、
宋
代
以
後
、
「
春
秋
一
ニ

伝
L

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
こ
と
が
春
秋
学
に
お
け
る
主
要
な
問
題
と
な
る
。

は

り

わ

か

蓋
し
三
伝
を
信
ぜ
ざ
る
の
説
は
暁
助
・
趨
匡
に
瓶
ま
る
。
其
の
後
、
析
れ
て
三
派
と
為
る
。
孫
復
『
尊
王
発
微
』
以
下
は
、
伝
を

棄
て
て
伝
を
駁
さ
ざ
る
者
な
り
。
劉
敵
『
春
秋
権
衡
』
以
下
は
、
三
伝
の
義
例
を
駁
す
る
者
な
り
。
葉
夢
得
『
春
秋
識
』
以
下
は
、

23 

三
伝
の
典
故
を
駁
す
る
者
な
り
。
端
学
に
至
り
て
は
、
乃
ち
三
派
を
兼
ね
て
之
を
用
い
、

E
つ
併
せ
て
『
左
伝
』
を
以
て
偽
撰
と
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為
し
、
本
を
変
ず
る
に
属
を
加
え
、
其
の
安
き
を
顧
み
る
岡
く
、
是
に
至
り
て
横
流
極
ま
れ
り
。

先
ず
「
三
伝
L

を
批
判
の
対
象
と
し
、

一
家
の
師
法
に
し
ば
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
一
ニ
家
を
同
列
に
扱
い
始
め
た
の
は
、
暁
助
・
趨
匡
・

陸
淳
の
い
わ
ゆ
る
唐
末
の
「
春
秋
三
子
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
寸
伝
」
に
し
た
が
っ
て
「
経
」
を
読
む
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
経
L

に
応
じ
て
適
切
な
「
伝
」
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
陸
淳
『
春
秋
集
伝
纂
例
』
に
つ
い
て
『
四
庫
提
要
』
巻
二
十
六

は
、
「
蓋
し
伝
を
舎
て
て
経
を
求
め
、
実
に
宋
人
の
先
路
を
導
く
L

と
あ
る
。

こ
の
考
え
方
を
極
端
な
ま
で
に
推
し
進
め
た
の
が
孫
復
『
春
秋
尊
王
発
微
』
で
あ
る
。
ま
さ
に
先
の
『
四
庫
提
要
』
の
解
題
に
、
寸
伝

を
棄
て
て
伝
を
駁
さ
ざ
る
者
L

と
あ
る
よ
う
に
、
孫
復
は

J

ニ
伝
L

の
解
釈
に
全
く
拠
っ
て
い
な
い
。
ま
た
『
四
庫
提
要
』
巻
二
十
六

は
守
春
秋
尊
王
発
微
』
に
対
し
て
、
寸
〔
孫
〕
復
の
論
、
上
は
陸
淳
を
祖
と
し
、
下
は
胡
安
国
を
聞
く
・
・
・
・
深
求
に
過
ぎ
て
反
て
『
春
秋
』

の
本
旨
を
失
な
う
は
実
に
〔
孫
〕
復
に
始
ま
る
L

と
述
べ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
孫
復
と
胡
安
固
と
こ
そ
、
宋
儒
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

『
四
庫
提
要
』
の
批
判
を
受
け
る
人
物
で
あ
る
。
在
恵
敏
氏
も
、
『
四
庫
提
要
』
に
お
い
て
、
こ
の
両
者
と
少
し
で
も
関
わ
り
を
も
つ
も

の
は
、
こ
と
ご
と
く
批
判
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
(
前
出
『
宋
代
経
学
之
研
究
』
)
。
そ
の
結
果
、
程
端
学
『
春
秋
本
義
』

は
、
孫
復
の
「
有
舵
無
褒
L

の
説
を
継
承
し
て
い
る
点
は
非
難
さ
れ
る
が
、

そ
の
一
方
で
、
『
春
秋
胡
氏
伝
』
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る

点
は
よ
し
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
『
四
庫
提
要
』
の
類
型
化
さ
れ
た
評
価
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
し
ば
ら
く
『
四
庫
提
要
』

の
評
価
に
従
う
こ
と
と
す
る
。

さ
て
こ
の
孫
復
の
考
え
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
劉
倣
お
よ
び
葉
夢
得
で
あ
る
。
諸
橋
轍
次
『
儒
学
の
目
的
と
宋
儒
の
活
動
』
(
『
諸

橋
徹
次
著
作
集
』
第
一
巻
、
昭
和
五

O
年
、
大
修
館
書
庖
)
は
、
孫
復
の
「
尊
王
論
」
か
ら
胡
安
国
の
「
復
讐
論
」
へ
と
転
じ
て
い
く



一
派
に
対
し
て
、
劉
倣
・
葉
夢
得
を
「
春
秋
経
解
の
帰
正
を
求
め
る
一
派
」
と
し
て
い
る
。
以
下
、
叶
四
庫
提
要
』
巻
二
十
六
の
両
書
に

お
く
ぷ
か

対
す
る
解
題
を
引
用
す
る
と
、
劉
倣
『
春
秋
権
衡
』
に
は
、
コ
ニ
家
の
得
失
を
平
か
に
す
。
・
・
・
・
礼
に
遼
き
が
故
に
是
の
書
の
諸
説
を
進

退
す
る
や
往
往
に
し
て
経
に
依
り
て
義
を
立
つ
。
〔
孫
〕
復
の
意
も
て
断
制
を
為
す
に
似
ず
」
と
あ
り
、
葉
夢
得
『
春
秋
識
』
に
は
、
「
三

伝
の
是
非
を
扶
摘
し
、
経
を
信
じ
て
伝
を
信
ぜ
ざ
る
を
主
と
し
、
猶
お
峻
助
・
孫
復
の
齢
波
に
沿
う
が
ご
と
し
」
と
あ
る
。
両
書
の
内

容
は
、

い
ず
れ
も
三
部
に
分
れ
、
各
「
伝
L

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
議
論
を
行
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
両
書
は
、
「
伝
」
と
「
経
」
と
を
同

等
の
も
の
と
せ
ず
、
両
者
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
、
「
伝
」
に
関
す
る
問
題
を
「
経
」
と
は
別
枠
に
し
て
処
理
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な

黄震の『春秋』解釈

お
こ
う
し
て
「
経
L

に
対
す
る
注
釈
と
し
て
適
切
な
も
の
が
選
択
さ
れ
、

そ
の
成
果
を
収
め
た
の
が
、
劉
倣
『
春
秋
伝
』
お
よ
び
葉
夢

得
『
石
林
春
秋
伝
』
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
、
「
伝
」
を
「
経
」
に
対
す
る
注
解
と
み
な
す
も
の
の
、
依
然
、
「
伝
L

を
他
の
諸
注
解
、

例
え
ば
宋
儒
の
新
し
い
注
解
な
ど
と
同
等
に
並
べ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
黄
震
の
「
読
春
秋
L

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
読
春
秋
」
は
「
三
伝
L

を
初
め
と
す
る
古
今
の
注
解

を
取
り
ま
ぜ
て
採
用
し
て
い
る

(
本
稿
第
四
頁
)
。

つ
ま
り
こ
こ
に
至
っ
て
、
「
伝
L

が
完
全
に
他
の
諸
注
釈
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
分
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
在
恵
敏
氏
は
、
「
読
春
秋
L

を
「
伝
を
棄
て
経
に
従
い
、
直
に
経
を
以
て
解
す
る
」
も

の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
「
読
春
秋
」
が
「
伝
」
を
注
解
の
一
部
と
し
て
、
「
左
氏
日
」
な
ど
と
引
い
て
い
る
以
上
、
「
伝
を
棄
て
て
伝

を
駁
さ
ざ
る
L

孫
復
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
し
て
い
る
。
ま
た
劉
敵
や
葉
夢
得
の
よ
う
に
、
特
別
に

J

ニ
伝
」
だ
け
を
採
り
上
げ
て

論
じ
る
系
統
に
も
属
さ
な
い
。
あ
る
い
は
在
氏
の
言
う
「
伝
を
棄
て
る
」
と
は
、
「
伝
に
注
解
し
な
い
」
と
い
う
意
味
と
も
考
え
ら
れ

る
。
だ
が
そ
う
す
る
と
宋
儒
の
『
春
秋
』

の
注
解
の
大
半
が
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
在
氏
は
、
黄
震
が
と
り
た
て

25 

て
「
伝
L

に
注
解
し
て
い
な
い
点
に
加
え
て
、

そ
の
学
問
的
背
景
に
朱
子
の
「
春
秋
亘
書
説
」
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
周
辺
事
情
か
ら
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判
断
し
て
、
「
読
春
秋
」
を
寸
伝
を
棄
て
る
」
も
の
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
在
氏
が
言
う
よ
う
に
、
黄
震
は
、
「
伝
を
棄
て
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
、
「
春
秋
経
」
に
注
解
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
「
読
春
秋
」
の
中
に
は
、

一
見
す
る
と
寸
伝
」
に
全
く
拠
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
の
実
〈
「
伝
」
を
棄
て

切
れ
て
い
な
い
〉
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
嚢
公
三
十
年
の
「
五
月
甲
午
、
宋
災
あ
り
。
宋
の
伯
姫
卒
す
」
に
つ
い
て
、
黄
震
は
た
だ
「
伯

安臣

侍
母
の
不
在
を
以
て
宵
に
堂
を
下
ら
ず
し
て
火
に
逮
び
て
死
す
。
蓋
し
寧
ろ
死
す
と
も
其
の
節
を
失
わ
ず
L

(

『
賞
氏
日
抄
』
巻
十

こ
と
だ
け
記
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
黄
震
が
、
「
宋
の
伯
姫
は
侍
母
が
い
な
か
っ
た
た
め
屋
外
に
逃
げ
出
さ
ず
焼
け
死
ん
だ
L

と
い
う
、
先
の
経
文
だ
け
か
ら
で
は
お
よ
そ
推
測
で
き
な
い
伯
姫
の
行
動
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
伝
L

を
読
ん

で
こ
そ
出
て
く
る
議
論
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
何
故
あ
え
て
、
例
え
ば
「
左
氏
自
」
な
ど
と
し
て
、
出
拠
を
明
記
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
黄
震
が
理
念
と
し
て
は
、
「
伝
」
に
拠
ら
ず
直
接
に
「
経
」
を
読
も
う
と
し
た
も
の
の
、
「
伝
」
の
記
事
と
い

う
も
の
が
、
当
時
の
文
人
の
共
通
理
解
と
し
て
黄
震
の
中
に
す
で
に
潜
在
し
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
「
伝
」
の
記

事
は
、
自
説
の
中
に
、
あ
る
い
は
意
識
的
に
隠
蔽
さ
れ
、
あ
る
い
は
無
意
識
の
内
に
埋
没
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
春
秋
本

義
』
も
、
『
左
伝
』
を
偽
作
と
し
な
が
ら
、
寸
『
左
伝
』

の
事
蹟
は
即
ち
衆
説
の
中
に
参
錯
す
る
」
(
本
稿
第
却
頁
)

と
い
う
事
態
が
生
じ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
宋
代
以
降
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
、
「
読
春
秋
」
以
外
の
他
の
注
解
の
中
に
も
、

か
な
り
見
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

園
、
お
わ
り
に

宋
鼎
宗
『
春
秋
宋
学
発
微
』
(
民
国
七
二
年
、
文
史
哲
出
版
社
)
も
、
漢
代
春
秋
学
と
宋
代
春
秋
学
と
の
相
違
点
の
一
つ
と
し
て
、
「
漢

学
は
伝
を
重
ん
じ
、
宋
儒
は
経
を
尊
ぶ
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
け
っ
し
て
〈
宋
儒
が
伝
を
軽
ん
じ
た
〉
と
い
う
こ
と



で
は
な
い
。
な
る
ほ
ど
表
面
的
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
「
伝
L

を
事
々
に
取
り
上
げ
ず
、

一
見
す
る
と
「
伝
」
を
棄
て
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
。
だ
が
実
質
的
に
は
、
コ
ニ
伝
」
の
説
が
、
「
経
」
と
同
様
、
今
更
、
出
拠
を
明
記
す
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
、
宋
儒
の
春
秋
理

解
の
中
に
す
っ
か
り
浸
透
し
た
結
果
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
宋
儒
の
文
人
と
し
て
の
意
識
は
、
今
日
の
我
々

の
よ
う
な
、
経
文
か
ら
現
代
の
研
究
者
の
説
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
を
同
等
の
〈
資
料
〉
と
し
て
一
律
に
捉
え
、
引
用
の
際
に
は
必
ず

そ
の
出
拠
を
明
記
す
る
と
い
う
文
献
実
証
主
義
的
意
識
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
も
す
れ
ば
宋
儒
の
注
解
は
客
観
性
を
欠
い
た
非
実
証
主
義
的
な
注
解
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
「
読
春
秋
」
も
、
今
日
の
視
点
か
ら
見

黄震の『春秋」解釈

る
と
、
注
解
と
し
て
の
表
記
は
統
一
性
を
欠
き
、
そ
の
体
裁
は
あ
る
い
は
注
解
と
言
う
よ
り
も
評
論
に
近
く
、
ま
た
そ
の
考
証
が
不
徹

底
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
だ
が
清
朝
の
学
者
の
よ
う
に
、
音
韻
学
・
文
字
学
・
書
誌
学
な
ど
、
考
証
の
た
め
の
具
体
的
な
手
段
を
持
た
な

い
以
上
、
「
読
春
秋
」
も
最
終
的
に
い
ず
れ
の
注
釈
を
採
用
す
る
か
と
い
う
判
断
は
、
あ
る
い
は
黄
震
の
主
観
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
「
読
春
秋
」
が
、
従
来
の
「
伝
L

に
対
す
る
信
何
を
捨
て
、

か
つ
極
力
、
主
観
を
排
除
す
べ
く
、
可
能
な
限
り
の
諸
本

を
突
き
合
せ
て
参
考
し
、
そ
の
出
拠
を
極
力
、
明
記
し
た
点
で
は
、
当
時
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
客
観
主
義
的
な
手
法
を
用
い
て
い
た

と
言
え
る
。
朱
子
は
「
褒
毘
」
「
凡
例
」
の
説
を
批
判
し
て
、
「
今
若
し
必
ず
此
く
の
如
く
推
説
せ
ん
こ
と
を
要
め
ば
、
是
れ
魯
史
の
旧

文
を
得
て
筆
削
の
異
同
を
参
校
す
る
を
須
ち
て
、
然
る
後
に
見
る
べ
し
と
為
す
」
(
『
朱
子
語
類
』
巻
八
十
三
)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の

朱
子
の
主
張
な
ど
は
今
日
の
我
々
の
文
献
実
証
主
義
的
意
識
に
極
め
て
近
い
。
「
読
春
秋
」
の
意
識
は
、
ま
さ
に
古
代
に
お
砂
る
経
伝
崇

拝
の
思
想
と
現
代
人
の
文
献
学
的
志
向
と
の
狭
間
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

(
文
学
部
助
手
)
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